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仙台市の文化財保護行政に対 しまして、日ごろからご理解、ご協力を賜 り感謝申し上げ

ます。

市内には、旧石器時代から近世にいたるまで数多くの埋蔵文化財が遺 されてお ります。

当教育委員会といたしましても、先人たちの貴重な文化遺産を保護 し、保存・活用を図り

ながら次の世代に継承 していけるよう努めているところであります。

一本杉遺跡は、仙台市の西部、青葉区落合に所在する遺跡です。この場所は、農業後継

者の養成を目的として昭和10年に創設 された宮城県宮城農学寮のあった場所でもありま

す。この地域は、かつては水田の広がる田園地帯でしたが、国道48号線愛子バイパスの開

通や土地区画整理事業の進展により、急速に開発、都市化が進行 し人口が急増 してきてお

ります。

今回の調査は、保育所創設整備事業に伴 うもので、本報告書は昭和58年に実施 された発

掘調査に続く第 2次調査の成果についてまとめたものです。

当教育委員会では、発掘調査状況の公開・活用を進めるため、調査の概要を紹介する広

報板の掲示や遺跡見学会の開催など、今後もより多くの市民の皆様に興味を持つていただ

けるような活動を行つていきたいと考えてお ります。そのためにも、今回の調査成果が、

地域の歴史を解き明かしていくための貴重な資料となり、多くの方々に活用 されれば幸い

です。

最後になりましたが、発掘調査から本報告書の〒1行 に際しまして、ご指導、ご協力 くだ

さいました皆様に深 く感謝申し上げます。

平成22年 3月

仙台市教育委員会

教育長 荒井 崇
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1.本書は、(仮称)新栗生保育所創設整備事業に伴 う埋蔵文化財の調査報告書である。

2.発掘調査は、仙台市教育委員会の指導のもとに、株式会社玉川文化財研究所が行つた。

3。 本書の作成及び編集は、仙台市教育委員会文化財課工藤信一郎 。荒井 格の監理のもと、株式会社玉川文化財

研究所石川真紀 。西本正憲が行つた。

4.本書の執筆は、工藤信一郎の監理のもとに下記の通 り行つた。

第 1章 …………………………1・ …………ェ藤信一郎

第 2章～第 5章、第 7章…………………石川真紀

5.本書で掲載した土壌分析については、株式会社古環境研究所に依頼した。

6.調査及び報告書作成に関する諸記録、出土遺物等の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

凡   例

1.土層註記に記載している土色は、「新版標準土色帖」 (小 山・竹原 1977)に基づいて認定した。

2.本書に使用した地形図は、国土地理院発行の 1:25,000『仙台西南部・仙台東南部』の一部を使用している。

3.調査の際の平面座標基準は、世界測地系平面座標X系 を基にしている。

4.調査において検出された遺構に関しては、以下の遺構略号を使用した。

SK 土坑    SI 竪穴住居跡    SX 性格不明遺構    P ピット

5,本書に使用した遺構挿図縮尺は、1/40'1/20で あり、各図にはそれぞれスケールを付 した。

6.本書の遺構図版に使用したスタリーン トーンの凡例は、下記の通りである。

焼土範囲
□

7.遺物の登録は種別ごとに行い、番号の前に以下のような略号を付している。

C 土師器 (非 ロクロ調整) D 土師器 (ロ クロ調整)  E 須恵器     I 陶器

K 石器・石製品      N 金属製品        O 自然遺物

8.遺物実測図に使用したスクリーントーンの凡例は以下の通 りである。

黒色処理
 國         

磨面
 □

9。 遺物実測図の縮尺は、下記の通りである。なお、各図にはそれぞれスケールを付した。

土器類・礫石器 ,金属製品 1/3

10.掲載 した遺物写真の縮尺は、原則として遺物実測図と同じ縮尺とした。

口
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第 1章 調査の概要

第 1章 調査の概要

1.調 査 に至 る経 緯

一本杉遺跡は、農業後継者の養成を目的に昭和10年に創設された宮城県宮城農学寮があった場所であり、その後

は、宮城県立広瀬高等学校や宮城県営広瀬住宅などの建設に伴い、宮城県教育委員会により昭和56(1981)・ 58・ 59

年に発掘調査が行われている。

当該地については昭和58年の旧宮城町教育委員会による第 1次調査後、NTT青葉通ラインマンセンターとして

利用されていたが、業務終了に伴い解体整地され、その後敷地東側については平成18年に店舗が黛設されていた。

西側については幾度か建築計画がだされ、その都度協議が行われ、確認調査等も実施されていたが、実際には建築

されることなく空地となつていた。

平成21年 6月 に、仙台市子供未来局において (仮称)新栗生保育所創設整備事業が計画されたことから、埋蔵文化

財の取り扱いについて協議がだされ、協議の結果、建築予定範囲のうち、昭和58年調査時に遺構確認にとどめた範

囲を紺象に発掘調査を実施することとなった。発掘調査は、仙台市教育委員会の指導・監理の下、株式会社玉川文

化財研究所が受託し調査を行つた。

2.調査

遺 跡 名

所 在 地

調査原因

調査主体

調査担当

調査期間

調査対象面

調査面積 :

要 項

一本杉遺跡

仙台市青葉区落合 4丁 目446番 2

(仮称)新栗生保育所創設整備事業に伴 う埋蔵文化財の事前調査

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課調査係  主査 荒井 格 主任 工藤信一郎 文化財教諭 熊谷敏哉

調査員 石川真紀 株式会社玉川文化財研究所  調査補助員 西本正憲 株式会社玉川文化財研究所

2009年 (平成21年)9月 8日 ～2009年 (平成21年 )10月 22日

積 :建築予定面積 1200ポのうち、未調査部分450X

西区496イ  東区80♂

3.こ れまでの調査

(1)第 1次調査 (昭和58(1983)年 )

NTT青葉通ラインマンセンター建設に伴 う調査として、旧宮城町教育委員会により遺構の存在の有無及び範囲

を確認するための確認調査が実施されている。この調査では、平安時代の竪穴住居跡 4軒が確認され、そのうち建

築範囲内に確認 された 2軒について、調査区を拡張したうえで本調査が行われている。その他の部分については、

衛易舗装の駐車場用地≧なるこ≧から遺構は保存されると判断され、遺構確認後に埋め戻しを行つている(第 3図 )。

S11住居跡は、残存部分では南北3.5m× 東西 3mで、方形プランを呈する住居と思われるが、削平により遺構

の残存状況はよくなかった。 S12住居跡は、南北 5m×東西5,7mの 方形プランの住居で、東壁中央やや南より

の位置にカマ ドが造られている。上部の削平により煙道は確認されなかつたが、燃焼部の規模は奥行1.2m× 幅0,7

mで、袖部に自然石をすえ、粘土を貼 り付けて構築しており、自然石を用いた支脚がある。柱穴は確認されなかつ

たが、カマ ドの南側に貯蔵穴があり、周溝が南壁部分を除いた壁沿いに巡つている。

なお昭和58年時点では、現在の一本杉遺跡は、一本杉A遺跡、一本杉B遺跡、農学寮跡遺跡と分かれて登録され

ており、第 1次調査地点は、一本杉B遺跡の範囲内となっていた。



(2)平成 18(2005)年 確認調査

敷地内東側について店舗建設計画がだされ、低層のベタ基礎構造の建築計画であることから、掘削が遺構面に及

ぶと判断された範囲を対象≧した確認調査を 8月 に実施しているが、遺構・遺物は確認されなかった。

また西側部分については、マンション建設計画に伴い、第 1次調査の未調査部分である敷地内北側 (」 R仙 山線

側)を対象とした確認調査を 9月 に実施しているが、撹乱により遺構・遺物は確認されなかった。

第2章 遺跡の位置と歴史的環境

一本杉遺跡は仙台市の北西部、青葉区下愛子字森下、宇一本杉付近に拡がる遺跡である。旧来までは、農学寮跡

遺跡 。一本杉A遺跡 。一本杉B遺跡として調査が実施されているが、現在ではこれらを包括して一本杉遺跡として

捉えられている。遺跡の範囲は東西約900m、 南北約350m、 総面積は約315,000だに及んでいる (第 2図 )。

今回の調査地点は、当遺跡範囲の南端部に該当し、 JR仙 山線陸前落合駅の西方約500mに位置する (第 1図 )。

地勢的には愛子盆地の東部にあり、広瀬川≧芋沢川の合流点付近の広頑川右岸の段丘上に立地している。遺跡内の

微地形は比較的平坦であるが、北東に向かつて緩やかに傾斜している。標高は90～95mである。

宮城県遺跡地名表による≧、旧宮城町内では137の遺跡が周知されている (官城県教育委員会 1998)。 これらの

多くは縄文時代及び奈良 。平安時代に帰属する遺跡であり、中・近世の遺跡がこれに次いでいる。なお、旧石器時

代及び古墳時代の遺跡については、現在の≧ころ確認はされていない。

遺跡の分布状況をみると、縄文時代の遺跡は各河川流域の河岸段丘や丘陵上に集中しており、奈良・平安時代の

遺跡に関しては愛子盆地の低位段丘面にやや多くみられる。中世～近世にかけての遺跡については、館跡が比較的

多くみられるほか、板碑や塚なども僅かながら確認されている。これらの遺跡の多くは愛子盆地周縁の丘陵部や広

瀬川流域の段丘上に立地している。

本遺跡の周辺には、本遺跡の主体時期である平安時代の遺跡が幾つか知られている。南側の段丘上には③棟林C

遺跡 。④二本松A遺跡・⑤棟林 B遺跡・⑥工輸塔遺跡 。⑦館遺跡 。③窪遺跡・⑨栗生遺跡があり、当該期の土師器

や須恵器の散布地・包蔵地が確認されている。

今回報告する一本杉遺跡は、これまでに宮城県教育委員会や旧宮城町教育委員会によって、数回にわたる確認調

査や本調査が行われている。これまでの一本杉遺跡の調査について年次順に概観する。ここでは、調査時における

遺跡名をそのまま使用している。

農学寮跡遺跡では、昭和56年 に二次にわたる トレンチ調査が官城県教育委員会によつて実施された。警察用地を

姑象に行われた第 1次調査では、縄文時代の遺物である石匙 1点が出土したのみで遺構等は確認されていない。一

方、宮城県立広瀬高等学校用地を姑象に行われた第 2次調査では、調査区の北東部において縄文時代の竪穴住居跡

1軒、土坑 2基、埋設土器遺構 7基のほか、奈良・平安時代の竪穴住居跡が 1軒確認されている。当該地はグラウ

ンド予定地として盛土されることから、実際に調査した遺構は縄文時代の埋設土器遺構 3基のみである。その他の

遺構に関しては、調査はせずに埋め戻され保存がはかられている (宮城県教育委員会 1982)。

昭和58年 には一本杉A遺跡第 1次調査、輩年には第 2次調査が行われている。一本杉A遺跡第 1次調査では、奈良・

平安時代の竪穴住居跡 2軒、土坑 3基が確認されている。特筆すべき遺物として、住居内のピットより「川」字の

墨書がされた須恵器高台付郭が出土している。なお、一本杉A遺跡第 2次調査では、後世の削平により遺構は検出

されていない (宮城県教育委員会 1985)。

また昭和58年 には旧宮城町教育委員会により、一本杉B遺跡の確認調査及び本調査が行われている(第 1次調査)。

NTT青葉通ラインマンセンター建設に伴 う事前調査として、旧宮城町教育委員会により合計14本の トレンチ調査



第 2章 遺跡の位置と歴史的環境
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 2図  一本杉遺跡調査区位置図



が実施され、奈良・平安時代の竪穴住居跡が 4軒発見されたほか、土師器や須恵器などの遺物が多数出土している。

このうち調査姑象となったのは竪穴住居跡 2軒のみで、残 りの 2軒については構造物の範囲外であることから、埋

め戻され保存がはかられた (宮城町教育委員会 1986)。

第 3章 調査の方法と概要

1.調査方法

(1)調査区の設定

調査区の設定にあた り、昭和58年 に実施 された調査成果をもとに、建築予定範囲の うち未調査部分を姑象 とする

ことになつたが、前回調査から20年以上経過 していたこ≧から、今回の調査に先行 して 7月 に確認調査を実施 し、

遺構の残存状況の確認を行つた。その結果を受けて前回 S14住居跡を確認 した部分を西区とし、 S13住居跡を確

認 した部分を東区≧し表土掘削を実施 した。調査区の一部では、既存建物の基礎に伴 うと考えられる攪乱が確認 さ

れたが、それ以外では、耕作等による影響は受けていたものの、遺構確認面である明黄褐色 (10YR6/6)粘土質シ

ル トが確認 された。 しかし東区については、遺構確認面が削平を受けてお り、住居跡等の遺構は確認できなかった。

東西調査区の間については、 7月 の確認調査時に表層からの攪乱が確認 されていたこと≧、今回の調査でもこの部

分では攪乱が確認 されたことから調査区から除外 した。

＋

４２

＋

４２

ｒ説誂＋４３ト呻仰
府

匠三]昭
和58年度調査区

  区三]平
成18年度調査区

  匠三]平
成21年度調査区 (今 回調査)

第 3図 調査区配置図 (昭和58年度、平成18・ 21年度 )



第 3章 調査の方法と概要

2 調査概要

(1)調査経過

表土掘削はバ ックホウ (0.7ど )に より調査区の西側 より開始 し、表土除去後の遺構確認に伴 う精査作業は人カ

掘削により実施 した。遺構はⅢ層上面で検出された。全体的に天地返 しや倒木痕などによる攪乱が著 しく、まずは

これ らを取 り除くことから調査を開始 した。調査の結果、平安時代の竪穴住居跡 1軒と土坑 2基のほか、焼土跡 1

基、ピット23基が確認 された。なお、調査における写真撮影は、一眼レフカメラによるモノクロネガ及び リバーサ

ルカラーフィルムを使用 し、デジタルカメラを併用 した。

10月 22日 に調査区の埋め戻 し作業及び調査事務所等の撤去作業を行い、現地での調査をすべて終了した。

(2)測量基準 口図面の作成

現地での波J量・実測図作成については、 トータルステーションによる機械計測・編集を基本とするが、土層断面

図に関しては手実測により行つている。なお、方眼紙に書き込んだ手実測図については、スキャナーで読み込み、

デジタルデータに変換して修正を加えた。また出土遺物詳細図に関しては、写真実測を併用した。

測量の際の座標数値は、世界測地系平面座標第X系 を基準とした。

(3)遺物の取 り上 げ 日調査記録の作成

遺物の取り上げについては、測量基準とした平面区配図をグリンド名 として使用し、原則として 5× 10mの単位

で取り上げている。また必要に応 じて、遺物の出土状況やレベル等を詳細に記録 している。なお、調査で使用した

平面区配図は以下に掲載した。

(4)遺構登録番号

遺構登録番号は、竪穴住居跡については旧宮城町教育委員会による一本杉遺跡の本調査及び確認調査で付された

名称を遺構番号とした。土坑やピットなどについては、新たに遺構番号を付した。

(5)調査報告書作成業務

調査報告書作成に伴 う整理作業については、神奈川県横浜市に所在する株式会社玉川文化財研究所で行つた。整

理作業の内容については、必要に応 じて仙台市と確認。協議を行い、成果品においてはその都度点検・検査を受けた。

Y=-4330 Y三-4320 Y=-4310

X=-191655

X=-191660

X=-191665

X=-191670

X=-191675

X=-191680

第4図 グリッド配置図

o            (1:500)          20m



第 4章 基本層序

今回の調査地点は、以前は宮城県宮城農学寮の農地であったが、NTT青葉通ラインマンセンター建設に伴 う土

取りにより耕作土上面が削平され、その後に盛土造成が行われていた。また建物解体後には一時駐車場として利用

されていた経緯もあり、表土以下40～ 60clllま では砕石を主体とする整地がなされていた。このため基本層序として

は、盛土以下の旧耕作土を I層 とし、V層 の砂礫層までを確認 した。遺構調査は前述したように、Ⅲ層上面で行つた。

I層 :旧耕作土。黒褐色 (10YR3/1)シル トを主体とする。層厚で20cm前後が確認された。攪乱や天地返し、倒木

痕により部分的に攪拌されている。

Ⅱ層 :層厚 5～ 10cmよ りなる暗褐色 (10YR3/4)シル トを主体に構成される。層下位に明黄褐色シル トが若干量混

在する。調査区全体で比較的均―に認められるが、 I層同様に天地返しや倒木痕により攪拌されている。

Ⅲ層 :明 黄褐色 (10YR6/6)を 呈する粘土質シル ト。層中に白色粒子を若干量含み、調査区全体に均―に堆積 して

おり、層厚は30clll前後を測る。全体的に締まりと粘性を有する。

Ⅳ層 :粗砂を主体とする層で、色調は明黄褐色 (10YR7/6)を呈する。堆積が薄く、調査区の南東側の一部分のみ

で確認された。層厚は 5硼前後。

V層 :径 5～ 10clllの 円礫を主体とする砂礫層。層中に酸化鉄が沈着する箇所もみられる。調査区内では北から南に

かけて緩やかな傾斜が確認された。比高差で20clllを測る。

95瀞 ド
J巳

^'

第 5図 西区東壁土層断面図

基本層序土層註記表(A一 A')

層 位 土   色 土 性 備 考

TAI石 砕石。

盛 土 盛上。転圧を受け極度に締まる。ガラス等を含む。

盛 土 盛土。層下半に酸化鉄集積層あり。

倒木痕 10YR3/2 黒褐色 シル ト 倒木痕及び天地返しの堆積土。黒褐色シル ト主体であるが、ビニール片やガラス等を含む。

I 10YR3/1 黒褐色 ンル ト 旧耕作土。締まりに欠ける。

10YR3/4 暗褐色 シル ト 層下位に明黄褐色シル トを含む。

Ⅲ 明黄褐色 粘土質シル ト 白色粒子を微量含む。

Ⅳ 10YR7/6 明黄褐色 粗砂 唆化鉄が沈着する箇所もみられる。

V 10YR7/8 黄橙色 砂 礫 ゅ5～ 10cmの 円礫、粗砂粒より構成され、酸化鉄が沈着する箇所もみられる。
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第 5章 検出された遺構と遺物

今回の調査では西区から竪穴住居跡 1軒、土坑 2基、焼土跡 1基、ピット23基が確認されている。遺構上面が後

世の土取りにより削平されているほか耕作等の影響により攪拌されている部分も見受けられたが、全体として残存

状態は比較的良好であった。東区からの遺構は確認されなかった。確認された住居跡については位置的にも第 1次

調査で検出されていたS14住居跡と判断されたことから、遺構番号については、その番号を使用した。竪穴住居

跡と土坑 2基については、出土遺物の年代観より平安時代前半の所産と判断される。 2基の上坑は並列した位置関

係にあり、 2基 とも堆積土内より多量の土器群が出上している。以下、各遺構ごとに詳述する。

(1)竪穴住居跡

s14堅穴住居跡 (第 7～ 11図 )

[位置・確認面]調 査区の西側にあり、遺構の東壁が攪乱により壊されている。

[重複]天 地返しにより上部を削平されている。

[規模・形態]南 北3.85m、 東西3.75mで、平面形は残存部分から隅丸方形≧判断される。

[方向]カ マ ドを基準にして主軸方位を算出すると、N-100° ―Eを示す。

[堆積土・構築土]全 部で21層 に分層した。 1～ 7層は住居堆積±。 8～ 19層 はカマ ドに関係する堆積である。 8

～13層 は天丼部及び壁の崩落土と考えられる。14層 は焼土主体の上層で、カマ ドの使用面と考えられる。15～ 18層

はカマ ド袖の構築土で、19層 はカマ ド掘 り方の堆積土にあたる。20層は周溝内にのみ堆積している土層である。21

層は貼床と考えられ、22層は住居掘 り方の堆積土である。

[壁面]Ⅲ 層中を壁面とし、壁高は10～ 24cmが残存する。立ち上がりは垂直に近い状態である。

[床面]21層 上面を床面≧する。明黄褐色シル ト塊を多く用いた貼床で、カマ ド周辺が僅かに窪んでいる。この窪

みは竪穴の使用過程で形成されたものと考えられるが、明瞭な硬化面は確認されなかつた。また床面上には拳大の

川原石が多く点在していた。

[柱穴]床 面からは検出されていない。周溝内より小規模なピットが 3基確認されており、壁柱穴構造を≧る竪穴

の可能性も考慮される。

[周溝]カ マ ド付近と北東隅で途切れる。幅は15～ 24cm、 深さは 8～ 12clllである。堆積土は灰黄褐色シル トを基質

とし、明黄褐色シル ト塊が散見される。周溝底面より小規模なピントが 3基確認 されている。北東隅及び南西隅、

北辺のほぼ中央よりそれぞれ 1基ずつ確認されている。規模は径21～28cmで 、深さは 5～ 12clllである。

[カ マ ド・煙道]カ マ ドは東辺の南隅に設置された、いわゆる隅カマ ドである。燃焼部～煙道部にかけては攪乱に

より壊されている。袖は壁に紺してほぼ垂直に延び、袖には自然礫が用材として用いられていた。両袖部最大幅 (外

幅)は 1.3m、 奥行きは残存部分で最大43clllで 、燃焼部からは土師器郭・甕の破片が出土している。またカマ ド左

袖の北側からは、灰白色の火山灰塊が床面直上より出土しており、出土状況からカマ ドの構築に関連して持ち込ま

れた可能性も考慮される。なお、この灰白色火山灰については分析試料として採取し、指標となる火山灰との同定

分析を実施している。

[そ の他の施設]住 居内床面上より土坑 6基 (SKl～ 6)、 掘り方から土坑 2基 (SK7・ 8)を確認 した。

SKlは北東隅に位置 し、長軸62clll、 短軸48cm、 深 さは14側である。平面形は楕円形で、断面形は皿状を呈する。

SK2は東壁のほぼ中央に位置し、東側が攪乱により壊されている。規模は長軸で86cm、 深さは14clllを 測 り、平面

形は残存部分より楕円形と判断される。 SK3は東壁のほぼ中央に位置し、周溝を壊して構築されている。規模は

長軸75clll、 短軸70clllで 、平面形は四隅が形づくられている点を考慮すると、隅丸方形の範疇で捉えられる。深さは



第5章 検出された遺構と遺物

25cmで 、断面形は弧状を呈する。堆積土には焼土や炭化物のほかに灰を多く含む。 SK4は北西隅に位置 し、西側

が竪穴の西壁に接 している。平面形は精円形で、規模は長軸 125cm、 短軸 100clll、 深 さは24clllで ある。 SK5は 北壁

中央より西寄 りに位置 し、北壁を快るようにして構築 されている。規模は長軸 125cm、 短軸70cmで 、平面形は不整

な楕円形である。深 さは 8 cmと 非常に浅く、断面形は皿状を呈する。 SK6は北西隅に位置 し、竪穴の壁面を狭 り

込んで構築されている。径55clll内外の円形で、深 さは28clllで ある。 SK7は南西隅に位置する。平面形は不整方形、

規模は長軸 102cm、 短軸 95cIIl、 深 さは20cmを 測る。 SK8は 中央よりやや南西寄 りに位置する。規模は長軸 156cm、

短軸 137clll、 深 さは13clllを 測 り、平面形は比較的均整のとれた楕円形を呈する。

[掘 り方]底 面は比較的平坦であるが、竪穴住居跡中央より壁際に向かつて緩やかに傾斜 している。

X=-191665 0

Y争43220+

X当餌∞9計
Y=-4322 0

0                (1140)                2m
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火山灰分析試料
睫1珈 ＼

第 7図  S14堅 穴住居跡平面図・土層断面図



10YR3/1黒 褐色シル

シル ト塊を微

1～ 2 alll炭 化 物 を微

シル ト塊を微量含む

化物を少量、焼上を微量含む。にぶい黄褐色

黒褐 色 シル トと明 シル ト塊を少量含む

10YR3/芽亀褐色シル トをη茨遷魯、 ワロ シル トをや
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第 8図  S14堅 穴住居跡 SKl～ 4、 6～ 8土層断面図

シル トを下位に

シル トを少量、粗砂粒 を微量含む

シル トを少量、粗砂粒
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第 9図  S14堅穴住居跡カマ ド平面図・土層断面図

[出土遺物]堆積土中、床面、カマ ド内、土坑等から土師器・須恵器 。礫石器等が出土した。図示し得た遺物は、

土師器邦 1点、同高台付不 1点、同甕 3点、同小秦 1点、礫石器 1点である。破片資料には土師器杯・高台付郷 。

甕があり、郷には内外面に黒色処理が施されたものもみられる。須恵器では杯・秦・壺等の小破片が出土している。

1はロクロ調整された土師器杯で、いわゆる表杉ノ入式に比定される資料である。器面はやや内湾気味に立ち上

がり、内面には放射状のヘラミガキが施される。底部の切 り離し技法は回転糸切 りであるが、外周部が手持ちヘラ

ケズリにより再調整されている。 2は SK8よ り出土した土師器高台付郷で、内面にヘラミガキと黒色処理が施さ

れている。高台部はいわゆる貼付高台である。 3はロクロ調整のみで製作された小奏で、月同部外面に煤が付着して

いる。 4は長胴甕、 5はやや月同張りの密で、ともにロクロ調整された後に胴部下半を縦位方向のヘラケズリにより

再調整している。 6は SK3よ り出土した長胴麦で、内外面にハケメ調整が顕著に認められる。

III構 猛 半 而 形 紺 種 (cm) 淡さ (cm 橋  考

SK5 楕 円形 125× 70 8

SK6 55× 55

SK7 不 形 102× 95 仄 ト

SKR 形 156× 137 廉 下



第10図  S14竪穴住居跡出土遺物 (1)

放
号

凶
番

登録番号 出土遺構 層位 種 ら叫 器  種
日径×底径×器高

(clll)
外 面 調 整 内 面 調 整 備   考

真
版

写
図

1 D-01 カマ ド 11層 土師器 郷 142× 67× 46 ロクロナデ、底部回転糸切り→底
部外周手持ちヘラケズツ

′、フ ガ キ 7

2 D-31 SK8 1層 土 師器 高台付杯 ―×70× (22)
ロクロナデ、底部回転糸切り→高
台貼付→周縁部ナデ

い、フ ガ キ 勺面黒色処理 7

3 1提雪 56× 一× ロクロすテ 7

D-43 カマ ド 11)薔 自下器 201× 一× ロクロナデ、胴部縦位ヘラケズ リ ロクロナデ 7

5 I掟誓 206× 一× (21

C-01 SK3 1層 土師器 甕 340× 一× (156) 日縁部ヨコナデ、胴部横位ハケメ
日豚 辞∫ヨコす テ 、

桐部 縦位 ハ ケ メ
7



第 5章 検出された遺構と遺物

o         (1:3)        locm

第11図 S14堅穴住居跡出土遺物 (2)

版
号

図
番 登録番号 出上遺構 層位 種 別 器 種

長さ×中島×サ旱さ
rrln、

亘量
(gⅢ

石 材 備 考
写真
図 肺

7 K-01 下 石 製 品 石 Ⅲ 261× 210× 8.5 耳 形 品 、 磨 1面 (半 ) 7

(2)上坑 (第 12～ 17図 )

SKl上坑 (第 12～ 15図 )

調査区のほぼ中央より確認された。上面が天地返しによリー部削平されているが、遺構間の重複関係はない。形

状は北側が弧状となるが、北西を除く三隅が形づくられている点を勘案すると、方形と捉えることが妥当と考えら

れる。規模は長軸116cm、 短軸100cm、 深さは25clllを測る。断面形は逆台形状を呈し、底面は比較的平坦である。堆

積土は 2層 に区分され、焼土や炭化物を多く含む上層からは多量の上器が出上している。

出土遺物には内面黒色処理が施された土師器杯を主体に、土師器では高台付郵、長胴甕、小甕があり、須恵器で

は邦、高台付杯、瓶などがみられる。そのほかには灰釉陶器の長頚瓶、擦 り面が観察される礫石器が出土している。

このうち図示したものは以下の44点 である。 1～ 21は ロクロ調整された土師器不で、内面はヘラミガキ後に黒色処

理が施されている。器形としてはやや内湾気味に立ち上がるものが主体であるが、口唇部がやや外反するものもみ

られる。底面の切 り離し技法は回転糸切 りであるが、 5・ 14。 16～ 18は体部下端にのみ手持ちヘラケズリによる再

調整がなされている。26は 内外面に黒色処理が施された小型の郷で、内外面の調整は細かいヘラミガキである。22

～25は土師器高台付郷ですべて貼付高台である。32は底面に放射状のミガキが施された土師器年である。33～40は

非ロクロ土師器の甕で、長胴形と胴張りの二種類がある。39。 40の底部には網み物の圧痕が明瞭に認められる。41

の須恵器邦は底部の切 り離し技法が回転ヘラ切 りである。42は灰釉陶器広口長頸瓶の頸部破片で、胎土が比較的堅

密であることなどから尾張産のものと判断される。
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第12図  SKl土 坑平面図・土層断面図



第 5章 検出された遺構と遺物

第13図 SKl土 坑出土遺物 (1)



ボ穂氏

o         (1:3)       10cm

第14図  SKl土 坑出土遺物 (2)
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第 5章 検出された遺構と遺物

(1:3) 10cm

第15図 SKl土坑出土遺物 (3)

＼

　

′ケ
ｖ

ペ

麒
星 登録番号

土

接

出

浩 層位 種 別 器  種 外 面 調 整 内 面 調 整 備 考

D-18 SKl 1層 ロクロ土師器 不 140× 65× 44 ロクロナデ、底部回転糸切り 下剤∫■ キ 勺面黒色処理、墨書

糸ヽ

1糸

-25 SKl 1層 ロクロ土師器 然 162× 80× 51 クロナデ、底部回転糸切り F部棟 ヘ フ ミ 刀 キ 、 ほ 部 嫁 痢 抹 ヘ フ ヽ ス
勺面黒色処理、墨書

D-07 SKl 1層 ロクロ上師器 不 ヨクロナデ、底部回転糸切 り
半
ガ

上

Ｓ

部

ラ 伺面黒色処理、墨書 8

SKl 1層 ロクロ土師器 不
ヨク ロ ナ テ 、 底 封

'回
跡 糸 t71り → 芋 T‐fろ ヘ フ ク

勺面黒色処理 8

17 D-09 1層 ロクロ土師器 14N 154× 65× 65 ナア 、 lls部 回転 糸 L/Jり → 十持 ろヘ フク
ラヽミガキ 勺面黒色処理、墨書

D-30 SKl 層 ロクロ土営市器 イ
ロナテ 、底 罰

`LnH転

糸 tyJり → キ府 らヘ フク
ラヽミガキ 村面黒色処理、墨書 8

D-06 SKl 1層 ロクロ土師器
島01可 158× 65X48

コタ ロ す ア 、 ほ 剖
`四

幣 米 切 り→ 局 育 晒 lV→ 炉 ヘラミガキ 勺面黒色処理

D-44 SKJ 1眉 ロクロ土師需
鉢

152× ―×(54)
コクロナデ、高台貼付→ナデツケ→周縁部ブ

ガ キ 勺面黒色処理

1層 ロクロ土師器
島育4司 152× 66× 54 コクロナア、lF_部 LHH転 糸切 り→局育舶付→

デツケ→中卓欺ヘラケズリ 横ヘ ラミガキ→放射状ヘ ラミガキ 句面黒色処理

SK〕 1層 ロクロ土冑市器
然

150× 75× 64 ロクロナデ、底部回転糸切 り→高台貼付→ブ
デツケ→中央部ヘラケズリ

ベラミガキ 面ヽ黒色処理

C-07 SK 1層 非ロクロ土師器 甕 194× 一×(73) 口希家部 ヨヨワ
~テ

、 川司日
`縦

イヱハ ク メ、 践 合 旨Ⅲ■ コ縁都 ヨヨナデ、胴部横位ハケメ

C-05 SK 1層 非 ロクロ土師器 甕 158× ―X(68) ヨ稼部ヨコナア、 川可罰
`縦

イ立ハクメ、 接含部非 ¬縁部横位ハケメ、胴都横位ヘラナデ

C-06 SK 1個 非 ロクロ土師器 甕 56× ―×(142)
コ縁 部 ヨコナデ 、 II・ 郡縦 位 ハ ケ メ→斜 イヱハ ク

と、接合部指頭調整十ナデ
コ縁部 ヨヨナデ、胴部横位ハケメ 9

37 C-04 SKl 1層 非 ロクロ土師器 だヽ霊 140× 一X(45)
涵調 整 +ナデ

コ縁部 ヨヨナデ、胴部横位ハケメ 9

C-09 SKl 1層 非ロクロ土師器 ′Jヽ甕 130× ―×(43) 口縁部 ヨコナデ、胴部縦位ハケメ
コ縁 部 ヨヨナ ア・ 下 lr懐位 ハ ク メ、胴 詈

鵬

1層 須恵器 瓶 ― X108× (103) 執ヘラサヂ
ロクロナデ



SK2上 抗 (第 16・ 17図 )

調査区のほぼ中央より確認され、位置的にはSKlの東側に隣接している。北側の一部と東側を天地返しにより

壊されている。また上面が後世の土取りにより削平を受けているために、残存状態はあまり良好ではない。平面形

は残存部分より楕円形と推定され、規模は残存部分で長軸 1 18clll、 短軸96clllを 測る。深さは 5～ 14clll程 で、削平の

影響もあり明瞭な掘 り込みはみられない。堆積土は黒褐色シル トを基質とする。

出土遺物には土師器では郷、高台付杯、養、須恵器では邦、甕などがあり、そのほかには刀子が 1点出土している。

なお、隣接するSKlと の接合関係は認められなかった。このうち図示したものは土師器杯15点 と刀子 1点である。

1～ 14は内面に黒色処理が施された土師器郭である。器形としてはやや内湾気味に立ち上がるものが主体で、内面

調整はすべてヘラミガキである。底部の切 り離し技法は回転糸切 りであるが、 7のみ体部下端をヘラケズリで再調

整 している。16は略完形品の刀子である。残存状態は比較的良好で、研ざ減 りはあまりしていない。関は刃・棟の

両側にある両関で、直角に近い状態で切 り込まれている。基部には木質の柄の一部が残存している。

浄-1916635

■

43095

r SPA'

Y=-4311 0
七引餌

“
50

Y=-4309 5 簾
ま

ゴ

94i静

0                (1:20)               lm

第16図 SK2土 坑平面図・上層断面図

@だ

(118)× 96
10YR6/1褐 灰色シル トを斑紋状に含む。上部が点圧を受けて
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第5章 検出された遺構と遺物

o    (1:3) 10cm

1               16

第17図  SK2土 坑出土遺物

141× 61× 46
142× 54× 45 ロクロナデ、底部回転糸

134× 56× 45 ロクロナデ、底部回転糸切 り

148× 67× 4

141× 62× 46 ロクロナデ、底部回転糸切 り
→体部下端手持ちヘラケズ リ

9× 63× 47
143× 58× 48 ロクロナデ、底部回転糸切 り 細かいヘラミガキ 内 面 黒 色 処 理 、 墨 書

140× 58× 49 ロクロナデ、底部回転糸切 り

142× 一× (5

139× 52× 47

凶放

番 号
登録番号 出土遺構 層 位 種 男可 器 種 備 考

写 冥
図 肺

N-01 SK2 1層 今 属 製 品 刀 子 旱 形 乱 、 令 岳 20 3cn、 幅 11～ 2 0cm、 厚 さ04～ 0 5clll^



(3)性格不明遺構

SXl焼土跡 (第 18図 )

調査区のほぼ中央より検出され、SKl・ 2の北側約1.2mに位置する。遺構の東側がP23に より壊されている。

規模は長軸75clll、 短軸55clll、 深さは10cm程度である。形状は不整な精円形で、断面形は皿状である。堆積土は焼土

を主体に構成される。本遺構からは遺物が出土していないため、構築時期に関する詳細は不明であるが、隣接する

SKlの堆積土に焼土が多くみられることは注目すべき点である。
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X引
"“

3計
Y3-4311 0

Pl

94峰
型 '

X=-191662 0

～

3095

1笙
≧:4'
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淋
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ガ 畔'

第18図  SXl焼土跡平面図・上層断面図

(4)ピ ッ ト (第 19。 20図 )

調査区のほぼ全域より23基が検出された。規模は径30～ 50clll、 深さは20～ 30clllの ものが主体である。形状は円形

を基調とし、断面観察では大半のピットから柱痕跡が確認されている。遺物の出上がほとんどみられないため時期

の特定は困難であるが、堆積土が旧耕作土に類似 していることから、比較的新 しい時期の遺構と判断される。全体

の分布をみると、東西・南北方向に列状に配列されている様相も窺えることから、耕作地の境界等に用いられた杭

列や柵列の可能性も考慮される。

P4

1

眈絲
ぜ

'

P5

鮒

P6

4

雖

o                (1:40)                2m

第19図  ピッ ト土層断面図 (1)
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第20図  ピット上層断面図 (2)

ゅ05～ 2 clll貢 褐色 ローム

シル トを微量含む



遺構名
リ

ド

グ

ツ
平面形

民 ×短 ・ 径

(crll)

深 さ
(cm)

層位 土  色 土  性 備   考

P7 円 形 43× 39 1 7 5YR3/3 暗褐色 ンル ト 策褐 色 シ ル ト塊 、 暗 褐 色 シ ル ト塊 、 黒 TrB色 シ ル ト塊 を や 冬
Я でそ善す。

P8

‐４

・

２０

円 形 60× 56

I 10YR3/1 ンル ト 褐 色 シル ト

2 10YR3/2 黒 褐 色 ラ′ル レ/ル 々扉紋状にやや

3 10YR6/4 すこぶし ラ/ル 梨褐 色 シ ル ト

4 10YR6/8 明責 褐 色 シル ト ニシル トを少量含む。

P9 円形 63× 61

I 10YR3/4 暗褐色 ンル ト
臣涙 明 。 ゅ0 5cllIIの 10YR6/6明 貢 禍 色 シル ト塊 を こ く倣 握
針す。

2 10YR6/6 シル ト 10YR3/1黒 褐色シル トを斑紋状に少量含む。

3 10YR3/3 暗褐色 シル ト
ゅ05～ l clll明貢 褐 色 シル ト塊 を微 量 、 黒 褐 色 シル トを微 握
窒す。

14 49× 42 10YR3/4 ンル ト bl-2cm明 貨 褐 色 シル ト

円形 35× 30
l 10YR3/4 暗褐 色 シル ト ～ 2cm明 貢褐 色 シル ト塊 を少 量 含 む 。

10YR4/4 ンル 62～ 3clll明 言褐仲,シル ト現をやや

P12 円形 42× 37

l 10YR3/2 黒褐 色 シル ト ひ1～ 2DIl炭化 物 を微 量 含 む。

10YR3/4 ンル む1～ 2clr湖百褐得シル ト塀″少置含すo^

10YR4/4 褐 色 シァレト ひ2～ 3clll明 賛褐 色 シル ト塊 をや や 多 く含 む。

P13 円形 32× 29

10YR4/2 ラ/ル ～2cm明 琶褐仲シル ト現を少畳含ん^

10YR3/2 黒 窮 シル ト 10YR4/4孝Bて二石少[写 う/ル ト姥とη吹遷言てき芝ひ̂

3 10YR3/4 暗掲色 シァレト
25Y7/1灰 自色粘土質シル トを微量、 ゅ3～ 5 clll明 貢褐色シ
ル ト芹やや多 (合すo^

P14 円 形 34× 29
10YR4/2 ン ル bl～ 2 cll湖 貢褐待シル ト

2 10YR3/2 黒褐 色 シル ト 10YR4/4褐 色砂質シル トを微量含む。

P15 54× (32) l 10YR3/2 黒褐 色 シル ト o3～ 5 nun炭 化 物 を微 量 含 む 。

P16
‐６

・

２２

53× (28)

l 10YR3/2 黒褐 色 シル ト b3～ 5 nHl炭 化 物 を微 量含 む n

10YR6/6 明責褐色
粘土質
シル ト

黒褐色シル トを微量含む。

P17 円形 28× 26
10YR4/2 シ/ル ト bl～ 2cllllHE責 褐色ンル ト

10YR3/2 色 シッレト 10YR4/4褐 色砂質シル トを微量含む。

P18
15

22
精円形 41× 34 1 10YR3/2 黒褐色 シル ト φ3～ 5 allll炭 化物を微量含む。

P19 33× 31 10YR3/2 ltB色 シ″レト む 3～ 5 1Full炭 化 物 を微 量 含 む ^

P20 円 形 30× 26 10YR3/2 シ/アレ わ 3～ 5 mm屍 イヒ賜 々 微 畳 含 すo´

P2 7× 42 10YR3/2 シ/ル ひ 3-5 Hull瘍

P22 円 形 29× 25 10YR3/2 黒褐 色 シル ト φ 3～ 5 nlll炭 化 物 を微 量含 む。

P23 円形 32× 30

7 5YR5/6 明褐色 シル ト
暁 土 主 体 。 10YR3/3日 音褐 色 シ ル トを微 量 、 10YR7/6明 貢 褐 在

シル ト升少 量合 すo^

10YR3/4 暗褐色 シル ト
10YR3/2黒 褐 色 シ ル トを少 量 、 10YR6/6明 貢 褐 色 シル トをつ
暑 樺 +歩符 暑合 か _

10VR5/6 レ/ル シル トテ扉紋減に

(5)遺構外出土遺物

基本層Ⅱ層中からは、少量の遺物が出土している。これらは天地返しや倒木痕などにより攪拌された土層から出

土している。出土地点はSKl及びSK2が位置するB区 8。 9グ リンドが最も多く、本来はこれらの遺構に帰属

していたものとみられる。ここでは特に残存状態の良い遺物を図示することとした。

1は土師器郭である。製作においてロクロを使用しており、底部の切 り離 しは回転糸切 り無調整である。法量は

口径 15.2clll、 底径5.5clll、 器高は4.5clllで、やや扁平感がある。胎土には自色針状物質 (海洋性植物プランク トン)

が多くみられる。本遺跡より出土している遺物を含めても、この胎土を有する土師器の出土は数点のみであり、比

率的に非常に低いものと言えよう。 2は須恵器高台付邦である。高台部は底部回転糸切 り後に貼付されている。

o         (1:3)       10cm

第21図 遺構外出土遺物

凶敗
悉号 登録番う 出土地点 層 位 種 別 器  種

日径 ×サ氏径 ×器局
(cln)

外 面 調 整 内面調整 備 考
写真
図版
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ロクロすテ、底詈卜回転糸切 り
→言台Bk村→同縁喜R十ギ

ロクロナデ
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1  は じめに

東北地方仙台市域とその周辺に分布する後期更新世以降に形成された地層や土壌の中には、蔵王、安達、肘折、

鳴子、十和田など東北地方の火山のほか、洞爺、浅間、御岳、大山、三瓶、阿蘇、姶良、鬼界など遠方の火山に

由来するテフラ (火山砕屑物、いわゆる火山灰)が数多く認められる (町田 。新井、2003な ど)。 テフラの中には、

噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、これらとの層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や

遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっている。

そこで、層位や年代が不明な土層が認められた仙台市の平成21年度一本杉遺跡第 2次調査の発掘調査区において

も、採取送付された試料について、テフラ検出分析、火山ガラス比分析、さらに火山ガラスの屈折率測定を実施 し

て、指標テフラとの同定を行 うことになった。分析測定の対象は、S14の試料血 1である。

2.テ フラ検出分析

(1)分析方法

試料に含まれるテフラ粒子の定性的な特徴を把握するテフラ検出分析は、次の手順で行われた。

1)試料13gを秤量。

2)超音波洗浄による泥分を除去。

3)80℃で恒温乾燥。

4)実体顕微鏡下で観察。

(2)分析結果

テフラ検出分析の結果を表 1に示す。軽石やスコリアは認めることができなかった。火山ガラスは多く含まれて

おり、白色や無色透明の軽石型ガラス、また無色透明のバブアレ型ガラスが比較的目立つ。

3.火山ガラス比分析

(1)分析方法

試料に含まれる特徴的な火山ガラスの量比傾向をみるために火山ガラス比分析を実施 した。分析の手順は次のと

おりである。

1)テ フラ検出分析済みの試料について、分析舗により1/4(2φ )～ 1/811ull(3φ )と 1/8(3φ )～ 1/16111111(4φ )

の粒子を飾別。

2)偏光顕微鏡下で1/4(2φ )～ 1/811Lll(3φ )の250粒子を観察し、火山ガラスの色調形態別比率を求める。

(2)分析結果

火山ガラス比分析の結果をダイヤグラムにして図 1に、その内訳を表 2に示す。分析紺象となった1/4(2φ )～

1/811ull(3φ )では、火山ガラスの比率が13.6%を 占める。火山ガラスは比率が高い順に、繊維束状に発泡した軽石

型 (3.0%)、 スポンジ状に発泡した軽石型ならびに無色透明のバブル型 (各2.0%)、 そして分厚い中間型 (1.6%)

である。



4.屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

試料に含まれる1/8(3φ )～ 1/1611ull(4φ )の火山ガラスについて、温度変化型屈折率測定装置 (古澤地質社製

MAIOT)に より屈折率 (n)の 測定を行った。

(2)測定結果

屈折率測定の結果を表 3に示す。試料に含まれる火山ガラス (30粒子)の屈折率 (n)は、1.502-1.508である。

5 考察

今回、分析測定の対象となった試料に含まれるテフラ粒子については、軽石型ガラスが多いこと、とくに白色

のスポンジ状の軽石型ガラスが認められること、そして火山ガラスの屈折率 (n:1.5021.508、 仙台地域のTo a

のnil.503-1.507、 町日・新井、2003)な どから、915年に十和田火山から噴出した十和田aテフラ (To a、 大池、

1972、 町田ほか、1981、 町田・新井、1992、 2003な ど)が含まれている可能性が高いと思われる。

なお、火山灰編年学を利用する際には、野外での詳細な層相観察により、一次堆積層の認定を行 う必要がある。

また、To aに 関しては、珪長質で噴出年代も新しいために火山ガラスの粒径や録存状態により屈折率がテフラ・カ

タログと異なる場合がある (故新井房夫群馬大学名誉教授談)。 とくに仙台市域とその周辺には、基盤の堆積物中

に火砕流堆積物などガラス質のものが多く挟在されており、また周辺の火山から降灰 したテフラも多い。

したがって、より高確度のガラス質指標テフラの同定には、そのほかに信頼度の高いEPMAに よる火山ガラスの

主成分化学組成分析の実施が望まれる。今後の検討をお願いしたい。

6.ま とめ

仙台市一本杉遺跡第 2次調査区のS14か ら採取された試料配1について、テフラ検出分析、火山ガラス比分析、

さらに火山ガラスの屈折率測定を実施 した。その結果、十和田aテ フラ (To a、 915年 )に由来する可能性が高い

火山ガラスを多く検出した。

文献

町田 洋 。新井房夫 (1992)火山灰アトラス.東京大学出版会、276p.

町田 洋 。新井房夫 (2003)新編火山灰アトラス.東京大学出版会、336p.

町田 洋・新井房夫・森脇 広 (1981)日 本海を渡つてきたテフラ.科学、51、 p.562-569.

大池昭二 (1972)十和田火山東麓における完新世テフラの編年.第四紀研究、11、 p232233.
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S14・ Nα l     ―       ― ―           ***    0■ 1〉bw      wh.cl

****:と くに多い、料*:多い、**:中程度、キ:少 ない、 !認められない
最大径の単位はllull bv iバ ブル型、pm:軽石型.wh:白 、cl:無色透明

bw:バブル型、mdi中間型、pm:軽石型、cl:無色透明、pb:淡褐色、br:褐色、sp:ス ポンジ状、fb:繊維束状.数字は粒子数.

表 3 屈折率測定結果
試料名           火山ガラスの屈折率 (n)      測定粒子数

S14。 No l                            l.502-1.508                         30

屈折率の測定は、温度変化型屈折率測定装置 (M A10T)に よる

火山ガラス比

S14・ Nα l

0%

ロバブル型 (透明)

50% 100%

目 中間型 団軽石型 (ス ポンジ状) 日軽石型 (繊維束状) 田その他

図 1 -本杉遺跡第 2次調査区の火山ガラス比ダイアグラム

バブル型 (透明) 中間型 塞石型 (ス ポンジ状 ) 軽石型 (繊維束状 ) その他

1 86.4
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一本杉遺跡は、1980年代に行われた農学寮跡遺跡 (宮城県教育委員会 1982)や一本杉A遺跡 (宮城県教育委員

会 1985)、 一本杉B遺跡 (官城町教育委員会 1986)の トレンチ調査や確認調査によつて広瀬川中流域右岸の河岸

段丘上に形成された縄文時代並びに古代の集落であることが知られており、その拡がりは東西約900m、 南北約350

mの範囲に及んでいることが推定されている (仙台市教育委員会 1994)。

今回の調査では、限られた範囲ではあつたが、竪穴住居跡 1軒、土坑 2基、焼土跡 1基、ピット23基 などが確認

された。遺構上面が後世の土取りや耕作等の影響により攪乱されている部分も見受けられたが、全体としてそれら

遺構の残存状態は比較的良好であつた。焼土跡やピットに関する時期の詳細は不明であるが、竪穴住居跡や土坑の

時期については出土した土師器が広義の「表杉ノ入式」に比定されることから、平安時代の所産と考えられる (氏

家 1957)。

これらの詳細については前章までに述べた通 りであるが、再度、今回の調査成果を示すと、昭和58年度の確認調

査 (宮城町教育委員会 1986)で発見され未調査のまま保存が図られていた竪穴住屋跡を再度検出したこと、 2基

の土坑より多量の土器が得られたこと、そして土坑出土の遺物の中に塁書土器が多く含まれていたことなどがあげ

られる。ここでは当該地の平安時代の様相と、良好な資料が得られた土坑の性格及び土器の様相、墨書土器につい

て簡単にまとめてみたい。

(1)竪穴住居跡 について

今回の調査で発見された竪穴住居跡は、昭和58年度の調査で検出された竪穴住居跡 (S14)に該当する。この

時に調査された 2軒の平安時代の竪穴住居跡は、S14の東南東約65mの地点にS11が、南南東約15mの 地点に

はS12が位置する。規模はS11が 3.5m× 3.Om、 S12が 5.7m× 50m、 今回調査したS14は 3.8m内 外でSI

lの規模に近い。また建物の構造では、カマ ドが壁の角による隅カマ ドであること、主柱穴を伴わないことなどの

共通点があげられる。建物の構造や出土遺物の特徴を勘案すると、この 3軒の竪穴住居跡はほぼ同じ時期である可

能性が高い≧考えられる。

一本杉遺跡全体の堅穴住居跡の分布状況をみると、一本杉遺跡に包括される農学寮跡遺跡 (宮城県教育委員会

1982)では300m× 250m範囲内で竪穴住居跡が 1軒、一本杉A遺跡 (宮城県教育委員会 1985)で は300m× 200m

の範囲内で竪穴住居跡が 2軒確認されている。今回の調査地区の 3軒を加えても、当地区では竪穴住居跡の分布は

少なく散在的であることが指摘できる。

竪穴住居跡のカマ ド内からは土師器郭 1点・秦 2点・小甕 1点が出土している。これらは製作に際してロクロを

使用しており、表杉ノ入式に比定される資料と考えられる。なお、カマ ド左袖付近の床面直上より出土した灰白色

火山灰の分析結果では、十和田aテ フラ (915年降灰)に 由来する可能性が高いとされている。

(2)上坑の性格

2基の上坑は調査区のほぼ中央より検出され、両者は並列した位置関係にある。遺構上面が削平を受けているが、

2基の土坑からは表杉ノ入式に比定される土器がまとまって出土している。比較的残存状態の良いSKlからは約

80個体の遺物が出土し,攪乱により遺構の約半分が壊されているSK2でも約35個体が出土している。検出状況か

ら2基の土坑は共通した性格をもつとみられる。出土遺物の中には墨書土器が多くみられ、破片資料も合わせると

土坑出土の土器の約30%を 占めている。今回の調査で確認された塁書土器39点のうちSKlか ら25点、SK2か ら
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12点 が出土しており、SK loSK2か らは非常に多くの墨書土器が出土していると言えよう。記された墨書には、

縦・横・斜め方向に線書きされた記号状のものが多いが、判読不明ではあるが第13図 -21の ように文字に類するも

のもみられる。

また出土した遺物には、復元可能な個体資料とほとんど接合関係が認められない破片資料があるが、両者は入 り

混じった状態で出土しており、これらの遺物は破片を含め一括性の高いものと考えられる。出土遺物には、土師器

では不・高台付イ・甕・小変、須恵器では不・瓶、灰釉陶器では長頸瓶などがみられる。組成の中心は内面黒色処

理された土師器杯が主体である。

土坑の堆積土には焼土と炭化物が含まれており、特に残存状態の良いSKlで は顕著に認められた。このような

状況から、堆積土の形成にあたっては人為的な影響が及んだことが看取される。このように焼土や炭化物を含む土

層とともに多量の土器が一括出土している状況や、遺物の中に墨書土器が多く含まれることから、土坑出土の遺物

群は何等かの祭祀行為と関連した遺物群と考えることもできよう。

(3)出土遺物の検討

今回の調査では、前述したように竪穴住居跡や土坑より表杉ノ入式に比定される資料が出上している。表杉ノ入

式については、不類の製作技法・形態などから細分がなされており、法量比 (口 径 :底径)の推移、底部の切 り離

し技法の変化、土器の組成などに着目されている (宮城県教育委員会 1981)。 このような観点から竪穴住居跡と土

坑の出土遺物について再度検討することとする。

竪穴住居跡のカマ ド内からは土師器不・甕・小密が出土している。出土した土師器邦は僅か 1点ではあるが、底

部の切 り離し技法が回転糸切 り後に底部外周を手持ちヘラケズリで再調整するものである。器形は体部下端～口縁

部にかけてやや内湾気味に立ち上がり、法量比 (口 径 :底径)は0.47で ある。

次に土坑から出土した遺物の特徴をみることにする。土器組成としては土師器では郵・高台付郷・甕・小秦、須

恵器では杯・瓶、灰釉陶器では長頸瓶などがみられ、組成の中心は内面黒色処理された土師器不が主体で、全体の

64%を 占めている。器形としては体部下端～口縁部にかけてやや内湾気味に立ち上がるものが多くみられ、そのほ

かには直線的に立ち上がるものや口唇部が外反するものなどがある。年の法量比 (口 径 :底径)は0,36～ 0.51の範

囲であるが、全体的に0.40～ 0.43に集中する傾向がみられる。また底部の切 り離し技法は、回転糸切 り無調整が全

体の約82%を 占め、回転糸切 り後に体部下端にのみ手持ちヘラケズリによる再調整を行 うものは約18%である。

土坑より出土した土器の特徴や組成は、多賀城跡出土土器編年 (白鳥 1980)の E群土器に共通することが指摘

でき、E群土器の年代については10世紀前半以降に位置付けられている。 SKloSK2出 土土器群の特徴や組成

などを考慮すると、土坑出土の遺物の年代は大略10世紀前半代と想定されよう。

竪穴住居跡より出土した土師器不は、底部の切 り離し技法が回転糸切 り後に底部外周を手持ちヘラケズリで再調

整するものである。一方、土坑出土の土師器郷が体都下端にヘラケズリ調整を残すものが若千含まれているが、底

部に再調整されるものはみられないことを考えると、竪穴住居跡の土師器郭は土坑出土の土師器郭よりもやや古手

の様相 とみることができる (宮城県教育委員会 1981a～ c)。 したがつて竪穴住居跡と土坑の年代については、

若干の時間差を考慮する必要がある。
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写真図版 調査区全景 (1)



1 東区全景 (南から)
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写真図版 調査区全景 (2)
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写真図版 堅穴住居跡
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写真図版 上坑 (1)
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写真図版 5 土坑 (2)
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